
佐倉市防災アセスメント調査等業務委託　公募型プロポーザルに関する質問と回答

項目 該当箇所 質問 回答

1
提案評価基準

別表「評価基準表」

別表「佐倉市防災アセスメント調査等業務委託　評価基準表」の評価項目

「企業について　業務実績」につきまして、「官公庁が発注した以下の２業

務の両方を実施した実績（最大５件）を評価対象とする。」とあり、例で

「異なる自治体でそれぞれの業務を実施し、両業務の組み合わせが成立して

いる場合」も評価対象となると記載がございます。

こちらは、地域防災計画と防災アセスメント調査業務を異なる自治体で各５

件、合計１０件実施している場合、組み合わせて５件として評価され、５点

分に相当するという理解でよろしいでしょうか。

質問のとおりの理解で問題ございません。

2
提案評価基準

別表「評価基準表」

別表「佐倉市防災アセスメント調査等業務委託　評価基準表」の評価項目

「業務従事者について　技術者の資格及び実績」につきまして、管理技術

者、照査技術者、担当技術者ともに、それぞれ複数人の資格数や実績の合計

が評価されると考えてよろしいでしょうか。

質問のとおりの理解で問題ございませんが、実績については資格保有者本人

に該当実績がない場合は加点されません。

提出された様式４－１、４－２、４－３を基に、技術者の資格及び実績を市

で評価します。この場合において、当該様式に記載された者は、本業務の従

事者になっていただくようお願いいたします。

3
提案評価基準

別表「評価基準表」

別表「佐倉市防災アセスメント調査等業務委託　評価基準表」の評価項目

「業務従事者について　技術者の資格及び実績」につきまして、管理技術

者、照査技術者、担当技術者はそれぞれ複数人いても良いと思いますが、

例えば管理技術者が２人（Ａさん、Ｂさん）で、以下の場合は10点満点にな

る考え方でよろしいでしょうか。

・Ａさん

保有資格：RCCM（地質）、RCCM（都市計画及び地方計画）

業務実績：なし

・Bさん

保有資格：技術士（建設-都市及び地方計画）

業務実績：5件（その内、千葉県内実績有）

始めに、技術者資格（最大５点）の評価をします。この場合、Aさんは資格

を２つ、Bさんは資格を１つ保有しており、その合計は３つとなるため、３

点となります。

次に、Bさんが技術士資格を保有しているため、２点を加点して、５点となり

ます。

次に、業務実績の評価をします。

対象資格を１件以上保有している管理技術者の実績のみが評価されるため、

業務実績がないAさんは評価対象外となります。

Bさんは対象資格を保有しており、業務実績があるため、評価されます。Ｂ

さんの実績は５件あるため、３点の加点がされます。この時点で、合計８点

となります。

更に、Ｂさんの実績の中に千葉県内の実績があるため、２点の加点がされま

す。

最終的に、合計１０点満点になります。
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4
提案評価基準

別表「評価基準表」

別表「佐倉市防災アセスメント調査等業務委託　評価基準表」の評価項目

「業務従事者について　技術者の資格及び実績」につきまして、担当技術者

（Aさん、Bさん）が同じ資格を持っている以下の場合は、資格点は5点満点

中何点になりますでしょうか。

・Aさん

保有資格：RCCM（河川、砂防及び海岸・海洋）、RCCM（都市計画及び地

方計画）

・Bさん

保有資格：RCCM（河川、砂防及び海岸・海洋）、RCCM（地質）

評価基準における「保有資格数」は、資格の種類ベースでカウントしてお

り、同一資格を複数の管理技術者が保有している場合でも、1件として扱いま

す。

したがって、今回のパターンでは、資格の種類として「RCCM（河川、砂防

及び海岸・海洋）」「RCCM（都市計画及び地方計画）」「RCCM（地

質）」の3件が該当し、資格点は3点（満点）となります。

なお、両者とも技術士資格を保有していないため、2点の加点はなく、５点満

点中３点となります。

5
提案評価基準

別表「評価基準表」

別表「佐倉市防災アセスメント調査等業務委託　評価基準表」の評価項目

「業務従事者について　技術者の資格及び実績」につきまして、技術者の実

績証明として契約書を求めていますが、契約書だと参加していた証明ができ

ませんが問題ございませんでしょうか。もし別途資料が必要であれば、着手

書類や業務実施計画書でご了承頂けないでしょうか。

また、管理技術者のAさん、照査技術者のBさんが同じ業務の実績を持ってい

た場合、実績を証明する書類（契約書）はそれぞれ同じものをつけなければ

なりませんでしょうか。

様式４-１、４-２、４-３の備考に「TECRIS登録又は契約書の写し等公的資

料を添付し、業務実績を的確に証明すること」と記載しているのは一例でご

ざいます。技術者の業務実績を的確に証明できる公的資料であれば、着手書

類や業務実施計画書等の他の資料でも問題ございません。

同じ書類で各技術者の実績証明がされる場合は、それぞれ同じものを添付す

る必要はございません（ご質問のパターンの場合、２通の書類ではなく、１

通の書類で可）。

6
提案評価基準

別表「評価基準表」

別表「佐倉市防災アセスメント調査等業務委託　評価基準表」の評価項目

「業務従事者について　技術者の資格及び実績」につきまして、仮に担当技

術者（Aさん、Bさん）で同じ業務の実績があった場合、その業務は1件とカ

ウントされる理解でよろしいでしょうか。

質問のとおりの理解で問題ございません。

7
提案評価基準

別表「評価基準表」

別表「佐倉市防災アセスメント調査等業務委託　評価基準表」の評価項目

「業務従事者について　技術者の資格及び実績」につきまして、仮に、管理

技術者と担当技術者で同じ業務の実績を記入した場合は、それぞれ有効とな

る理解でよろしいでしょうか。

質問のとおりの理解で問題ございません。
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9
技術提案仕様書

第２章　業務概要

技術提案仕様書　第２章業務概要につきまして、防災会議の回数は想定され

ておりますか。実施時期や回数も提案する形でしょうか。

防災会議の回数は想定しておりません。実施時期や回数については、企画提

案書にてご提案ください。

10
技術提案仕様書

第２章　業務概要

技術提案仕様書　第２章業務概要につきまして、業務期間中に地域防災計画

のパブリックコメントの実施は想定されておりますでしょうか。

想定しております。パブリックコメントについても、企画提案書にてご提案

ください。

8
実施要領

２参加申込

プロポーザル実施要領「２.参加申込（2）⑧法人税、消費税及び地方消費

税、法人市民税、固定資産税の納税証明書(過去１年)」の原本を用意するに

あたり、下記の書類でよろしいでしょうか。

・法人税：納税証明書(その１)　税務署発行

・消費税及び地方消費税：納税証明書(その１)　税務署発行

・法人市民税：市税完納確認承諾書　営業所登録自治体発行

・固定資産税：納税(課税)証明書　税務署発行

また、法人市民税は本社登録自治体分も必要となるのでしょうか。

提出いただく書類は、以下のとおりでお願いいたします。

①法人税：納税証明書「その３の３」（税務署発行）

②消費税及び地方消費税：納税証明書「その３の３」（税務署発行）

※①及び②は、同一（１通）の納税証明書で可とします（「法人税」と「消

費税及地方消費税」に未納の税額がないことの証明書（法人用））。

③法人市民税：未納がないことを証明できる書類

契約締結先となる事業所が所在する自治体（市町村または特別区）にて発行

されたものをご提出ください。

※納税証明書の名称は自治体によって異なります（例：「納税証明書」「完

納証明書」「未納がないことの証明書」など）。

※東京都特別区に所在する場合は、「法人都民税の納税証明書（一般用）」

をご提出ください。

※本社登録自治体分の法人市民税の納税証明書は不要です。

④固定資産税：未納がないことを証明できる書類

契約締結先となる事業所が所在する自治体（市町村または特別区）にて発行

されたものをご提出ください。

※こちらも自治体によって証明書の名称が異なる場合があります。

※東京都特別区に所在する場合は、「固定資産税の納税証明書（一般用）」

をご提出ください。

※③及び④は、同一（１通）の納税証明書でも可とします（例：「市税に滞

納がないことの証明書」など、法人市民税と固定資産税に未納がないことが

わかる証明書）。


